
指 標 の 解 説 

 

１ 罹患数、届出患者数 

  届出患者数は、医療機関より届出があった患者が初めて悪性新生物と診断された年月日をもとに、集計対象

年（その年の1月1日より12月31日まで）のがん患者の届出の数である。 

   罹患数は、届出患者数と届出がなく集計対象年の死亡情報により悪性新生物で死亡した患者数の合計数のこ

とである。 

 
２ 死亡数 
  厚生労働省人口動態調査死亡票鳥取県分による。 

 
             罹患数（死亡数） 
３ 罹患率（死亡率）＝           ×100,000 

人  口 
 
              観察集団の年齢階級  標準人口のその    の年齢階級 
              別罹患率（死亡率）× 年齢階級別人口    の総和 
４ 年齢調整罹患率＝                                  ×100,000 

標 準 人 口 の 総 和 

 
                                       死亡情報で初めて登録した数 

５ 罹患数のうち死亡情報で初めて登録された者の割合（DCN 割合）＝                   ×100 
                                          対象年の罹患数 

   毎年集計する対象年のがんに罹患した者（罹患数）の中で、死亡情報で初めて把握された 
（医療機関からのがんの届出なし）者の割合を表す。この値が低いほど、地域がん登録の精度が良いことになる。 
 
                                       死亡情報のみの登録数 
６ 罹患数のうち死亡情報のみで登録された者の割合（DCO 割合）＝                  ×100 
                                                                   対象年の罹患数 

   毎年集計する対象年のがんに罹患した者（罹患数）の中で、死亡情報のみで把握された 
（医療機関からのがんの届出なし）者の割合を表す。この値が低いほど、地域がん登録の精度が良いことになる。 
 
              病理診断を行った患者数 
７ 組織診断の実施割合＝                ×100 
                         罹患数（届出患者数） 

  収集された資料の医学的信頼度を示すために用いる。この指標は死亡情報も含めた罹患数に対する組織診断
の実施割合（H/I）と医療機関より届出があった罹患数（届出患者数）に対する組織診断の実施割合（H/R）とが
ある。 
 
                罹患数 
８ 罹患／死亡比（I/M）＝ 
                死亡数 

  集計対象年の悪性新生物の罹患数が、その年の悪性新生物の死亡数の何倍かを示す。この値が、1.5～2.0で
あれば、届出の漏れが少ないと判断できる。 

 
９．標準化罹患（死亡）比 

  ＝実際の罹患（死亡）数／期待罹患（死亡）数×100 ･･･････ 全国を100とした場合の罹患（死亡）比 
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